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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、当該液晶パネルの背面側から異なる色を発光する複数の光源が配された
バックライトとを備え、
　入力された映像信号に応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを
制御することでカラー画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御す
る液晶表示装置であって、
　上記映像信号の１フレームを複数のサブフレームに分割して、複数のサブフレームを生
成する映像信号処理部と、
　上記サブフレームをさらに複数の周期に分割する周期分割部と、
　他のサブフレームと隣接する周期を含む、上記サブフレームの一部の期間を非点灯期間
とし、上記サブフレームにおける上記非点灯期間以外の期間を点灯期間とし、上記点灯期
間において上記複数の光源が重畳して上記周期で発光するように、上記複数の光源のそれ
ぞれを発光させるパルス信号を生成するパルス幅変調部とをさらに備え、
　上記複数の光源を異なる輝度で発光させる場合、上記パルス幅変調部は、上記点灯期間
に含まれる各周期が、複数の色の光源が点灯する特定期間と、上記複数の光源のうち少な
くとも一つが消灯するそれ以外の非特定期間とを含むように、上記光源を点灯させるパル
ス信号を生成し、上記特定期間または上記非特定期間が各周期で同じであることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】
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　上記パルス幅変調部は、上記サブフレームの分割数を調整可能となるようにパルス信号
を生成することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記パルス幅変調部は、上記サブフレームが分割された各周期を、複数色の光源が点灯
する上記特定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯する上記非特定期間と
に分割する割合を調整可能となるようにパルス信号を生成することを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　上記パルス幅変調部は、上記サブフレームが分割された各周期を、複数色の光源が点灯
する上記特定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯する上記非特定期間に
分割するサブフレーム内での期間の割合の調整をサブフレーム毎に異ならせるように分割
することを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　上記バックライトは、複数色の光源からの発光を組み合わせることにより白色光を発光
することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　上記バックライトは、表示フレーム期間内のいずれかのサブフレームにおいて、上記複
数の光源を用いて２色以上の発光を行うことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項
に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、カラー表示可能な画像表示装置としてのテレビ受像機やパソコンモニターなど
のカラーディスプレイの多くは赤・緑・青の３原色を用い、加法混色といわれる色混合方
式により画像を表現している。
【０００３】
　現在の一般的なカラーディスプレイは、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）に着色されたカ
ラーフィルタを用いて、カラー表示を行っている。
【０００４】
　一方、カラーフィルタを用いないでカラー表示を行うカラーディスプレイも提案されて
いる。例えば、赤・緑・青のバックライトを順次発光させるフィールドシーケンシャル方
式のカラーディスプレイがある。
【０００５】
　このフィールドシーケンシャル方式のカラーディスプレイでは、１フレームを、ＲＧＢ
に対応する３つのサブフレームに分割し、赤・緑・青のバックライトを順次発光させるこ
とでカラー表示を行う。
【０００６】
　しかしながら、１フレームを単純にＲＧＢの各色の画像信号に対応する３サブフレーム
に分割するだけでは、画像によっては１フレームにおけるＲＧＢの適切な混色が行われず
、色割れ（カラーブレーキング：ＣＢ）が生じ、表示品位を低下させるという問題が生じ
る。
【０００７】
　そこで、例えば、特許文献１には、単純にＲＧＢの各色の画像信号に対応する３サブフ
レームに分割するのではなく、図１３に示すように、１ＴＶフィールド期間を３つのサブ
フィールドに分割し、１つのサブフレームでＧの画像信号全てと表示可能範囲でのＲとＢ
の各画像信号も表示させ、残りの２サブフレームで、最初に表示し切れなかったＲとＢの
各画像信号を表示させることで、ＣＢを緩和する方法が開示されている。
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【０００８】
　また、特許文献２には、図１４に示すように、赤、緑、青の各色に対する階調に応じて
液晶状態を制御し、また、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）バックライトを時間的に赤、
緑、青と切り替えながらＰＷＭ（Pulse Width Modulation）制御して発光させ、赤、緑、
青の映像を順次表示することで時間的に混合させるフルカラー表示を行う方法が開示され
ている。
【０００９】
　図１４に示す方法では、ＬＥＤバックライトの各３原色（Ｒ（赤）／Ｇ（緑）／Ｂ（青
））の発光輝度の制御を、リニアリティー性が高いＰＷＭ制御による発光時間の制御によ
って行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２００９－１３４１５６号公報（２００９年６
月１８日公開）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開２００８－２０５４９号公報（２００８年１月
３１日公開）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、液晶ディスプレイを通過後の発光輝度の割合は、ＰＷＭ制御による各３
原色の調整割合に比べ、設定通りにならないことが多い。
【００１２】
　図１５は、液晶の応答性によって、液晶パネル透過後の輝度が異なることを説明する図
である。
【００１３】
　図１５に示すように、液晶の応答性により、液晶の開口率は同じフレーム内でも異なる
。このため、ＬＥＤバックライトを同一の光量及び同一の時間だけ発光させても、タイミ
ング１と、タイミング２とでは、液晶を透過する発光輝度が異なる。
【００１４】
　このため、図１５に示すように、ＬＥＤバックライトのＲＧＢそれぞれの発光時間が、
タイミング１とタイミング２とで異なれば、直前のフレームのデータと現フレームのデー
タとが異なる場合、フレーム間で各色のＬＥＤバックライトの発光輝度比率が設定通りに
はならない。
【００１５】
　図１３に示した特許文献１の表示方法では、フレーム内におけるバックライトの点灯タ
イミングが規定されているが、１つ目のサブフィールドでは、各色で点灯開始時間が異な
り、消灯時間が同じタイミングとなっている。この場合、上述したように、フレーム内に
おける液晶の開口率の違いにより、設定通りの発光輝度は保障されない。
【００１６】
　また、特許文献２の方法では、ＲＧＢの光源を、１フレーム内で順番に点灯させている
ので、上述したＣＢの課題を解決することができない。つまり、フレームによっては、Ｒ
ＧＢが適切に混色されず、ＣＢが生じ、表示品位を低下させるという問題が生じる。
【００１７】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、フレームに
応じて設定された輝度比に対して、液晶パネルを透過した光の輝度比のばらつきを低減す
ることで、表示品位の低下を防止することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記の課題を解決するために、本発明の液晶表示装置は、液晶パネルと、当該液晶パネ
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ルの背面側から異なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備え、入力さ
れた映像信号に応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを制御する
ことでカラー画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御する液晶表
示装置であって、上記映像信号の１フレームを複数のサブフレームに分割して、複数のサ
ブフレームを生成する映像信号処理部と、上記サブフレームをさらに複数の異なる周期の
期間に分割する周期分割部と、上記周期分割部が分割したうちのある周期となる期間にお
いて上記複数の光源が重畳して上記ある周期で発光するように、上記複数の光源のそれぞ
れを発光させるパルス信号を生成するパルス幅変調部とをさらに備え、上記パルス幅変調
部は、上記サブフレームが分割された複数の異なる周期の期間を、複数の色の光源が点灯
するある周期の特定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯するそれ以外の
周期の非特定期間とに分割するとともに、上記ある周期の特定期間を所定の分割数に分割
した分割周期ごとに、上記光源を点灯させるパルス信号を生成する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の液晶表示装置は、フレームに応じて設定された輝度比に対して、液晶パネルを
透過した光の輝度比のばらつきを低減することで、表示品位の低下を防止する効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の液晶表示装置の構成を表すブロック図である。
【図２】本発明の液晶表示装置のＬＥＤドライバー制御部及びパルス幅変調部の構成を表
すブロック図である。
【図３】１サブフレームにおける各パルス信号を説明する図である。
【図４】デューティー１００％、５０％、２５％の場合の各ＰＷＭ信号の生成方法を説明
する図である。
【図５】各副周期の最初にＨｉｇｈ出力のタイミングを合せて、デューティー１００％、
５０％、２５％の各ＰＷＭ信号を生成する方法を説明する図である。
【図６】各副周期の最後にＨｉｇｈ出力のタイミングを合せて、デューティー１００％、
５０％、２５％の各ＰＷＭ信号を生成する方法を説明する図である。
【図７】（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの消灯時
間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ）の点灯方
式でＬＣＤを透過した透過輝度を表す図である。
【図８】（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの点灯開
始時間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ）の点
灯方式でＬＣＤを透過した透過輝度を表す図である。
【図９】（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの点灯期
間の中心時間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ
）の点灯方式でＬＣＤを透過した透過輝度を表す図である。
【図１０】（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割し、各周期毎にＬＥＤＲ・Ｇ・
Ｂを点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ）の点灯方式でＬＣＤを透
過した透過輝度を表す図である。
【図１１】本発明の液晶表示装置の処理の流れを表すフローチャートである。
【図１２】ＬＥＤドライバー制御部及び他のパルス幅変調部の構成を表すブロック図であ
る。
【図１３】従来のフィールドシーケンシャル方式での画像表示方法を表す図である。
【図１４】従来の別のフィールドシーケンシャル方式での画像表示方法を表す図である。
【図１５】液晶の応答性によって、液晶パネル透過後の輝度が異なることを説明する図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　以下、本発明の実施の形態について、詳細に説明する。
【００２２】
　＜液晶表示装置の全体図＞
　図１は、本発明の液晶表示装置１０１の構成を表すブロック図である。
【００２３】
　図１に示すように、液晶表示装置１０１は、映像信号受信部１と、映像信号処理部２と
、液晶パネルコントローラー３と、液晶パネル４と、ＬＥＤコントローラー１０と、ＬＥ
Ｄバックライト（バックライト）５とを備えている。ＬＥＤコントローラー１０は、処理
制御部１１と、パルス幅変調部２０と、ＬＥＤドライバー制御部（周期分割手段）１３と
を備えている。
【００２４】
　液晶パネル４は、カラーフィルタを備えていない液晶パネルである。
【００２５】
　ＬＥＤバックライト５は、第１色として赤色光を発光するＬＥＤ（光源）５Ｒと、第２
色として緑色光を発光するＬＥＤ（光源）５Ｇと、第３色として青色光を発光するＬＥＤ
（光源）５Ｂと、各ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂの駆動を制御するＬＥＤドライ
バー５ａとを備えている。ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂはそれぞれ複数個平面状に配されてい
る。
【００２６】
　液晶表示装置１０１は、フィールドシーケンシャル方式によるカラー表示を行うと共に
、バックライトを表示エリア毎に制御（エリアアクティブ駆動制御）するようになってい
る。このため、液晶パネル４に使用される液晶は、フィールドシーケンシャル方式に好適
な応答速度の速い強誘電性液晶が用いられ、バックライトとしては、発光素子としての発
光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）を用いたＬＥＤバックライト５が用いら
れている。
【００２７】
　映像信号受信部１は、外部から入力された映像信号を受け取り処理するものである。映
像信号受信部１には、映像信号として、図示しないアンテナなどから表示画像での表示色
を示す色信号、画素単位の輝度を輝度信号、及び同期信号などを含んだ複合映像信号が入
力される。そして、映像信号受信部１は、入力された複合映像信号を映像信号処理部２に
出力する。
【００２８】
　映像信号処理部２は、複合映像信号を液晶パネル４用データと、ＬＥＤバックライト５
の点灯用データとに分離処理するものである。映像信号処理部２は、映像信号受信部１か
ら出力された複合映像信号から、ＲＧＢの各表示階調値を示すＲＧＢデータ信号や、同期
信号（同期クロックＣＬＫ、水平同期信号ＨＳ、垂直同期信号ＶＳ）を生成する。
【００２９】
　映像信号処理部２は、さらに、１フレームを複数のサブフレームに分割して、複数のサ
ブフレームを生成する。例えば、１フレームを６０Ｈｚとすると、４つのサブフレームに
分割した場合の１つのサブフレームは２４０Ｈｚとなる。
【００３０】
　このように、映像信号処理部２は、１フレームを複数のサブフレームに分割し、当該複
数に分割されたサブフレームによって、液晶パネル４に画像を表示させる。そして、後述
するように、映像信号処理部２が１フレームを複数に分割したサブフレーム単位で、ＬＥ
Ｄコントローラー１０は、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂの３原色を順次、適切な輝度で点灯さ
せる。これにより、液晶表示装置１０１の低消費電力化を行うことができる。
【００３１】
　映像信号処理部２は、複数のサブフレーム毎に、液晶パネル４用のＲＧＢデータ信号及
び同期信号と、ＬＥＤバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号とを生成
する。そして、映像信号処理部２は、液晶パネル４用のＲＧＢデータ信号及び同期信号を



(6) JP 6239552 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

液晶パネルコントローラー３に出力する。また、映像信号処理部２は、ＬＥＤバックライ
ト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号をＬＥＤコントローラー１０に出力する。
【００３２】
　液晶パネルコントローラー３は、映像信号処理部２から出力された液晶パネル４用のＲ
ＧＢデータ信号及び同期信号から、液晶の開口率（ＬＣＤ開口率）を求め、液晶パネル４
のソースドライバ（不図示）、ゲートドライバ（不図示）に対して、液晶パネル４を駆動
するための指示信号を出力する。これにより、液晶パネル４は、サブフレーム毎に開口率
が制御される。
【００３３】
　ＬＥＤドライバー制御部１３は、映像信号処理部２からＬＥＤコントローラー１０に出
力されたＬＥＤバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号から、ＬＥＤ５
Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのパルス幅制御用の信号であるＰＷＭ変調値及びク
ロック信号ＧｓＣｌｋを、各サブフレーム毎に生成して、パルス幅変調部２０に出力する
ものである。
【００３４】
　ＰＷＭ変調値は、１サブフレームがさらに複数の周期に分割され、当該分割された周期
でのＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティーである。クロック信号
ＧｓＣｌｋは、１サブフレームがさらに複数の周期に分割された分割数に、１サブフレー
ムの周波数を乗算した周波数で出力されるクロック信号である。ＬＥＤドライバー制御部
１３の構成については後述する。
【００３５】
　パルス幅変調部２０は、ＬＥＤドライバー制御部１３が分割した周期毎にＬＥＤ５Ｒ・
ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂが重畳して発光するように、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５
Ｂのそれぞれを発光させるパルス信号を生成するものである。
【００３６】
　そして、パルス幅変調部２０は、クロック発振部１７から出力された各色毎のＰＷＭ変
調用信号であるクロック信号ＧｓＣｌｋと、ＬＥＤドライバー制御部１３から出力された
ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５ＢそれぞれのＰＷＭ変調値とから、サブフレーム毎の
ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５ＢそれぞれのＰＷＭ信号であるＰＷＭＲ信号、ＰＷＭ
Ｇ信号、ＰＷＭＢ信号を生成する。そして、パルス幅変調部２０は、生成したＰＷＭＲ信
号、ＰＷＭＧ信号、ＰＷＭＢ信号を処理制御部１１に出力する。このパルス幅変調部２０
については後述する。
【００３７】
　処理制御部１１は、ＬＥＤバックライト５用のインターフェースである。処理制御部１
１は、パルス幅変調部２０からのＰＷＭＲ信号、ＰＷＭＧ信号、ＰＷＭＢ信号をＬＥＤバ
ックライト５の点灯用の信号に変換し、当該変換した信号をＬＥＤドライバー５ａに出力
することで、各ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれの点灯を制御する。
【００３８】
　以上のように、液晶表示装置１０１では、ＬＥＤバックライト５に対して、液晶パネル
４に表示する映像信号に応じたエリアアクティブ駆動を行う。
【００３９】
　＜ＬＥＤドライバー制御部１３及びパルス幅変調部２０の説明＞
　次に、図２を用い、ＬＥＤドライバー制御部１３及びパルス幅変調部２０の詳細につい
て説明する。
【００４０】
　図２は、ＬＥＤドライバー制御部１３及びパルス幅変調部２０の構成を表すブロック図
である。
【００４１】
　ＬＥＤドライバー制御部１３は、デューティー算出部１４と、周期分割部（周期分割手
段）１５と、ＰＷＭ変調値算出部１６と、クロック発振部１７とを備えている。
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【００４２】
　パルス幅変調部２０は、各色毎に、デューティー設定レジスタ２１と、カウンター回路
２２と、比較器２３と、ＡＭＰ２４とを備えている。
【００４３】
　すなわち、デューティー設定レジスタ２１は、ＬＥＤ５Ｒ制御用のデューティー設定レ
ジスタ２１Ｒと、ＬＥＤ５Ｇ制御用のデューティー設定レジスタ２１Ｇと、ＬＥＤ５Ｂ制
御用のデューティー設定レジスタ２１Ｂとからなる。また、カウンター回路２２、比較器
２３、ＡＭＰ２４も同様に、それぞれＬＥＤ５Ｒ制御用、ＬＥＤ５Ｇ制御用、ＬＥＤ５Ｂ
制御用のカウンター回路２２Ｒ・２２Ｇ・２２Ｂ、比較器２３Ｒ・２３Ｇ・２３Ｂ、ＡＭ
Ｐ２４Ｒ・２４Ｇ・２４Ｂからなる。なお、ＡＭＰ２４Ｒ・２４Ｇ・２４Ｂは、必要に応
じて設ければよく、省略してもよい。
【００４４】
　デューティー算出部１４は、映像信号処理部２からＬＥＤコントローラー１０に出力さ
れたＬＥＤバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号から、エリアアクテ
ィブ駆動するためのＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティー（Ｄｕ
ｔｙ：発光率）をサブフレーム毎に求める。デューティー算出部１４は、求めたサブフレ
ーム毎のＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５ＢそれぞれのデューティーをＰＷＭ変調値算
出部１６に出力する。
【００４５】
　周期分割部１５は、映像信号処理部２からＬＥＤコントローラー１０に出力されたＬＥ
Ｄバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号から、１サブフレームをさら
に、複数（例えば４つ）の周期に均等に分割する。
【００４６】
　なお、１サブフレームを複数の周期に分割する個数は２以上であればよい。また、複数
の周期への分割数が多いほど、より、本発明の効果を得ることができるが、ハードウェア
としての処理速度が要求されることになる。
【００４７】
　また、１サブフレームの複数の周期への分割数は、工場出荷時などに、予め、一定の個
数となるように設定しておいてもよいし、１サブフレームのデューティーに応じて１サブ
フレームの分割個数を変更するように設定してもよい。さらに、各色毎とも同じ分割個数
にしてもよいし、各色毎に分割個数を変更してもよい。
【００４８】
　そして、周期分割部１５は、１サブフレームの分割した個数（分割数）をＰＷＭ変調値
算出部１６及びクロック発振部１７に出力する。
【００４９】
　ＰＷＭ変調値算出部１６は、デューティー算出部１４から出力されたサブフレーム毎の
ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティーと、周期分割部１５から出
力された１サブフレームの分割数とから、当該分割した周期毎にＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ
・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティーを割り当てる。そして、ＰＷＭ変調値算出部１６は
、周期毎に割り当てたＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂのデューティーを、ＰＷＭ変
調値（例えば０～４０９５の値）として各デューティー設定レジスタ２１（デューティー
設定レジスタ２１Ｒ・２１Ｇ・２１Ｂ）に出力する。
【００５０】
　クロック発振部１７は、一定周期のクロック信号を出力するものである。クロック発振
部１７は、予め設定された１サブフレームの周波数（例えば２４０Ｈｚ）に、周期分割部
１５から出力された１サブフレームの分割数を乗算した周波数のクロック信号を、クロッ
ク信号ＧｓＣｌｋとして、各カウンター回路２２（カウンター回路２２Ｒ・２２Ｇ・２２
Ｂ）に出力する。
【００５１】
　デューティー設定レジスタ２１（２１Ｒ・２１Ｇ・２１Ｂ）は、ＰＷＭ信号をＨｉｇｈ
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又はＬｏｗとするタイミングを比較器２３に指示するものである。デューティー設定レジ
スタ２１は、ＰＷＭ変調値算出部１６から出力されたＰＷＭ変調値を取得すると、所定の
タイミングで、ＰＷＭ変調値毎にＰＷＭ信号をＨｉｇｈ出力またはＬｏｗ出力にする指示
を表すハイ・ロウ指示信号を比較器２３（２３Ｒ・２３Ｇ・２３Ｂ）に出力する。
【００５２】
　デューティー設定レジスタ２１が、比較器２３にハイ・ロウ指示信号を出力するタイミ
ングは、１サブフレームの最初にまとめて比較器２３に出力してもよいし、各周期毎に比
較器２３に出力してもよい。
【００５３】
　カウンター回路２２（２２Ｒ・２２Ｇ・２２Ｂ）は、クロック発振部１７から出力され
たクロック信号ＧｓＣｌｋのパルスをカウントし、当該カウント数を比較器２３（２３Ｒ
・２３Ｇ・２３Ｂ）に出力する。
【００５４】
　比較器２３は、デューティー設定レジスタ２１から出力されたＰＷＭ変調値毎にＰＷＭ
信号をＨｉｇｈ（ハイ）またはＬｏｗ（ロウ）出力にする旨のハイ・ロウ指示信号と、カ
ウンター回路２２から出力されたカウント数とを取得する。比較器２３は、カウンター回
路２２から出力されたカウント数が、デューティー設定レジスタ２１から出力されたハイ
・ロウ指示信号が示す値になると、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂを点灯（ＯＮ（
オン））又は消灯（ＯＦＦ（オフ））するためのＨｉｇｈ（ハイ）またはＬｏｗ（ロウ）
のＰＷＭ信号をＡＭＰ２４（２４Ｒ・２４Ｇ・２４Ｂ）に出力する。
【００５５】
　ＡＭＰ２４は、比較器２３から出力されたＨｉｇｈ（ハイ）またはＬｏｗ（ロウ）のＰ
ＷＭ信号を増幅して、後段の処理制御部１１を介して、ＬＥＤバックライト５に出力する
。
【００５６】
　これにより、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂの点灯又は消灯のタイミングを制御
することができる。
【００５７】
　このように、液晶表示装置１０１によると、フィールドシーケンシャル方式によるカラ
ー表示を行うので、液晶パネル４にカラーフィルタを設ける必要がない。これにより、液
晶パネル４の透過率を向上させることができる。また、ＬＥＤバックライト５により、Ｒ
ＧＢの３原色を順次、複数のサブフィールド単位で適切な輝度で点灯させることにより、
低電力化を図ることできる。液晶表示装置１０１では、複数に分割されたサブフレームを
さらに、複数の周期に分割する。そして、各周期毎にＲＧＢが重畳して発光するように、
パルス幅変調部２０がパルス幅変調を行うことで、サブフレーム毎に、適切な輝度の制御
を実現している。
【００５８】
　また、パルス幅変調部２０は、各色ごとの複数段の回路を備えているので、ＬＥＤ５Ｒ
・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのパルス幅変調処理を並列で処理することができる。
このため、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂのパルス幅変調に要する時間を短縮する
ことができる。
【００５９】
　また、パルス幅変調部２０は、各色毎の複数段の回路を備えるものとして説明したが、
図１２に示すパルス幅変調部２０ａのように、１段のみの回路から構成されていてもよい
。
【００６０】
　図１２は、ＬＥＤドライバー制御部１３及び他のパルス幅変調部２０ａの構成を表すブ
ロック図である。
【００６１】
　パルス幅変調部２０ａは、デューティー設定レジスタ２１ａと、カウンター回路２２ａ
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と、比較器２３ａと、ＡＭＰ２４ａとの各回路を備えている。
【００６２】
　このように、パルス幅変調部２０ａを１段の回路から構成してもよい。この場合パルス
幅変調部２０ａは、１段の回路からなるので、各ＬＥＤ（ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥ
Ｄ５Ｂ）の点灯制御のための処理を、サブフレーム毎に、各色ごとに、順次、パルス幅変
調を行っていく。
【００６３】
　このように、パルス幅変調部２０ａを１段の回路から構成することで、パルス幅変調部
２０のように、複数段の回路からなる場合と比べて、コストダウンを行うことができる。
【００６４】
　＜パルス幅変調について＞
　次に、図３～６を用いてパルス幅変調について説明する。
【００６５】
　まず、図３を用い、１サブフレームを複数の周期に分割しない場合について説明する。
【００６６】
　図３は、１サブフレームの各信号を説明する図である。
【００６７】
　図３に示すように、垂直同期期間Ｖｓのクロック間隔（１サブフレームにおけるＬＣＤ
開口期間）が２４０Ｈｚ（約４ｍｓ）であるとする。すると、クロック発振部１７からカ
ウンター回路２２に出力するクロック信号ＧｓＣｌｋのクロック間隔も、垂直同期期間Ｖ
ｓのクロック間隔に合わせて、２４０Ｈｚ（約４ｍｓ）とする。
【００６８】
　そして、１サブフレーム内で調光する場合、クロック信号ＧｓＣｌｋの２４０Ｈｚ時間
（約４ｍｓ）間隔のクロックを４０９６カウントすることで、デューティー１００％とな
るとする。
【００６９】
　つまり、１サブフレームを複数の周期に分割していない場合、例えば、デューティー１
００％でＬＥＤ５Ｇを発光させる場合、ＰＷＭ変調値算出部１６は、１サブフレームのカ
ウント数である値４０９６をＰＷＭ変調値としてデューティー設定レジスタ２１Ｇに出力
する。
【００７０】
　デューティー設定レジスタ２１Ｇは、ＰＷＭ変調値算出部１６から４０９６の値を示す
ＰＷＭ変調値を取得すると、１カウント目でＨｉｇｈ出力とし、４０９６カウント目でＬ
ｏｗ出力とする旨の信号を比較器２３Ｇに出力する。
【００７１】
　比較器２３Ｇは、カウンター回路２２Ｇから出力されるカウント数で、１カウント目を
取得するとＰＷＭ信号（ＰＷＭＧ信号）出力としてＨｉｇｈを出力する。そして比較器２
３Ｇは、カウンター回路２２Ｇから４０９６カウント目を取得すると、ＰＷＭ信号（ＰＷ
ＭＧ信号）出力としてＬｏｗを出力する。このようにして、比較器２３Ｇから、デューテ
ィー１００％の信号としてＰＷＭ信号（ＰＷＭＧ信号）が、ＡＭＰ２４Ｇへ出力される。
そして、ＡＭＰ２４Ｇに出力されたＰＷＭ信号（ＰＷＭＧ信号）は、ＡＭＰ２４Ｇで増幅
されて、処理制御部１１、及びＬＥＤドライバー５ａを介して、ＬＥＤ５Ｇに出力され、
ＬＥＤ５Ｇの点灯又は消灯が制御される。
【００７２】
　このように、デューティー１００％（１サブフレーム内）で各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂ
を点灯させるには、比較器２３がＨｉｇｈ出力してから、Ｌｏｗ出力するまでの周波数（
期間）は、２４０（Ｈｚ）×４０９６（カウント）＝９８３０４０（Ｈｚ）で約１ＭＨｚ
となる。
【００７３】
　また、同様にして、例えば、１サブフレーム内でデューティー１０％とするには、カウ
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ンター回路２２がクロック信号ＧｓＣｌｋのクロックを４０９カウントすると、比較器２
３は、ＰＷＭ信号の出力をＨｉｇｈからＬｏｗへと変更する。
【００７４】
　次に、図４～図６を用いて、１サブフレームを複数の周期に分割する場合のＰＷＭ信号
の生成方法について説明する。
【００７５】
　図４は、デューティー１００％、５０％、２５％の場合の各ＰＷＭ信号の生成方法を説
明する図である。
【００７６】
　図４に示すように、本発明では、１サブフレームをさらに分割し、当該分割した周期内
でクロック信号ＧｓＣｌｋのクロック数をカウントすることで、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ
・ＬＥＤ５Ｂのデューティーを制御する。本実施の形態では、１サブフレームを、４分割
するものとする。
【００７７】
　図４に示すように、１サブフレームを４分割した周期のうちの、最初の周期を周期１、
周期１の次の期間の周期を周期２、周期２の次の期間の周期を周期３、周期３の次の期間
の周期を周期４とする。
【００７８】
　１サブフレームを４分割しているので、１周期をカウントのためのクロック信号ＧｓＣ
ｌｋのクロック周波数は、２４０（Ｈｚ）×４０９６（カウント）×４＝３９３２１６０
（Ｈｚ）で約４ＭＨｚとなる。
【００７９】
　つまり、１サブフレームを４分割すると、クロック信号ＧｓＣｌｋのクロック周波数も
４倍となる。このように、クロック信号ＧｓＣｌｋのクロック周波数は、１サブフレーム
を分割しない場合のクロック周波数に、１サブフレームを複数の周期に分割した個数を乗
算した値である。
【００８０】
　なお、図３を用いて説明した１サブフレームを分割しない場合のＰＷＭ信号の生成方法
と、図４に示す１サブフレームを分割する場合のＰＷＭ信号の生成方法とでの主な違いは
、クロック信号ＧｓＣｌｋのクロック周波数である。このため、パルス幅変調部２０のハ
ードウェアの構成自体は、両方法とも同様の構成で実現することができる。
【００８１】
　周期１は、１カウント目から４０９６カウント目までの周期である。周期２は、４０９
７カウント目から８１９２（４０９６×２）カウント目までの周期である。周期３は、８
１９３カウント目から１２２８８（４０９６×３）カウント目までの周期である。周期４
は、１２２８９カウント目から１６３８４（４０９６×４）カウント目までの周期である
。
【００８２】
　ＰＷＭＧ信号出力は、比較器２３ＧからＬＥＤ５Ｇに対して出力されるＰＷＭ信号の出
力の様子を表し、ＬＥＤ５Ｇを１サブフレーム内でデューティー１００％で点灯する場合
のＰＷＭ信号の出力の様子を表している。ＰＷＭＧ信号出力のうち、Ｈｉｇｈ（ハイ）出
力でＬＥＤ５Ｇが点灯し、Ｌｏｗ（ロウ）出力でＬＥＤ５Ｇが消灯する。
【００８３】
　ＰＷＭＲ１信号出力は、比較器２３ＲからＬＥＤ５Ｒに対して出力されるＰＷＭ信号の
出力の様子を表し、ＬＥＤ５Ｒを１サブフレーム内でデューティー５０％で点灯する場合
のＰＷＭ信号の出力の様子を表している。ＰＷＭＲ１信号出力のうち、Ｈｉｇｈ（ハイ）
出力でＬＥＤ５Ｒが点灯し、Ｌｏｗ（ロウ）出力でＬＥＤ５Ｒが消灯する。
【００８４】
　ＰＷＭＢ１信号出力は、比較器２３ＢからＬＥＤ５Ｂに対して出力されるＰＷＭ信号の
出力の様子を表し、ＬＥＤ５Ｂを１サブフレーム内でデューティー２５％で点灯する場合
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のＰＷＭ信号の出力の様子を表している。ＰＷＭＢ１信号出力のうち、Ｈｉｇｈ（ハイ）
出力でＬＥＤ５Ｂが点灯し、Ｌｏｗ（ロウ）出力でＬＥＤＢが消灯する。
【００８５】
　１サブフレームを複数の周期に分割した各周期１～４でのＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂそれ
ぞれのデューティーは、１サブフレームに割り当てられたＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂそれぞ
れのデューティーである。
【００８６】
　ＰＷＭＧ信号出力に示すように、デューティー１００％の場合は、比較器２３Ｇは、１
サブフレームの最初（１カウント目）からＨｉｇｈ出力とする。そして、比較器２３Ｇは
、１サブフレームの最後（４０９６×４カウント目）でＬＯＷ出力とする。
【００８７】
　ＰＷＭＲ１信号出力は、デューティー５０％のＰＷＭ信号出力を示しているので、各周
期１～周期４のうち、５０％がＨｉｇｈ出力となっている。すなわち、周期１～周期４で
は、それぞれ、４０９６×０．５＝２０４８カウント分、Ｈｉｇｈ出力となっている。
【００８８】
　ＰＷＭＲ１信号出力するために、周期分割部１５は、周期１～４のそれぞれを、さらに
４つの副周期に分割している。
【００８９】
　周期１を４分割したときの最初の副周期から最後の副周期にかけて順に、副周期１－１
（特定期間）、副周期１－２（特定期間）、副周期１―３（非特定期間）、副周期１－４
（非特定期間）とする。周期２を４分割したときの最初の副周期から最後の副周期にかけ
て順に、副周期２－１、副周期２－２、副周期２―３、副周期２－４とする。周期３を４
分割したときの最初の副周期から最後の副周期にかけて順に、副周期３－１、副周期３－
２、副周期３―３、副周期３－４とする。周期４を４分割したときの最初の副周期から最
後の副周期にかけて順に、副周期４－１、副周期４－２、副周期４－３、副周期４－４と
する。
【００９０】
　周期１では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、１カウント目でのハイ指示信号、副
周期１－２終了後でのロウ指示信号を、比較器２３Ｒに出力する。すなわち、比較器２３
Ｒは、周期１では、副周期１－１の最初（すなわち１サブフレームの最初）にからＨｉｇ
ｈ出力とすると共に、カウンター回路２２Ｒがクロック信号ＧｓＣｌｋのクロック数をカ
ウントし、カウント数を比較器２３Ｒに出力する。比較器２３Ｒは、カウンター回路２２
Ｒからカウントされたクロック数を取得し、２０４８（（４０９６／４）×２）カウント
数を取得するとＬｏｗ出力とする。
【００９１】
　これにより、ＰＷＭＲ１信号は、周期１では、前半２つの副周期である副周期１－１・
１－２でＨｉｇｈ出力となり、後半２つの副周期である副周期１－３・１－４でＬｏｗ出
力となる。
【００９２】
　周期２では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、周期１と比べて、１副周期分（副周
期２－１分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力する。このため比較
器２３は、周期２の最初から、{（４０９６／２）－（２０４８／２）}＝１０２４分のク
ロックをカウンター回路２２ＲがカウントするとＨｉｇｈ出力となる。
【００９３】
　すなわち、周期２では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、副周期２－１終了後での
ハイ指示信号、及び副周期２－３終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力する。そ
して、比較器２３Ｒは、カウンター回路２２Ｒからカウントされたクロック数を取得し、
（４０９６＋（４０９６／４））＝５１２０カウント数を取得後、Ｈｉｇｈ出力となり、
（４０９６＋（４０９６／４）×３）＝７１６８カウント数を取得後、ＬＯＷ出力となる
。
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【００９４】
　このように、周期２では、ＰＷＭＲ１信号は、最初と最後の副周期である副周期２－１
・２－４でＬｏｗ出力となり、真ん中の２つの副周期である副周期２－２・２－３でＨｉ
ｇｈ出力となる。
【００９５】
　周期３では、周期２と同様に、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、周期１と比べて、
１副周期分（副周期３－１分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力す
る。このため比較器２３Ｒは、周期３の最初から、{（４０９６／２）－（２０４８／２
）}＝１０２４分のクロックをカウンター回路２２ＲがカウントするとＨｉｇｈ出力とな
る。
【００９６】
　すなわち、周期３では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、副周期３－１終了後での
ハイ指示信号、及び副周期３－３終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力する。そ
して、比較器２３Ｒは、カウンター回路２２Ｒからカウントされたクロック数を取得し、
{（４０９６×２）＋（４０９６／４）}＝９２１６カウント数を取得後、Ｈｉｇｈ出力と
なり、{（４０９６×２）＋（４０９６／４）×３}＝１１２６４カウント数を取得後、Ｌ
ＯＷ出力となる。
【００９７】
　このように、周期３では、ＰＷＭＲ１信号は、最初と最後の副周期である副周期３－１
・３－４でＬｏｗ出力となり、真ん中の２つの副周期である副周期３－２・３－３でＨｉ
ｇｈ出力となる。
【００９８】
　周期４では、周期４内のクロック数（４０９６）から点灯時間（Ｈｉｇｈ出力の時間）
を引いたクロック数（２０４８）分消灯し（Ｌｏｗ出力とし）、その後、所定のクロック
数分だけ点灯（Ｈｉｇｈ出力）すればよい。
【００９９】
　すなわち、周期４では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、周期１と比べて、２副周
期分（副周期４－１・４－２分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力
する。このため比較器２３は、周期４の最初から、{（４０９６／２）－（２０４８／２
）}×２＝２０４８分のクロックをカウンター回路２２ＲがカウントするとＨｉｇｈ出力
となる。
【０１００】
　具体的には、周期４では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、前半の副周期４－２終
了後でのハイ指示信号、副周期４－４終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｒに出力する
。そして、比較器２３Ｒは、カウンター回路２２Ｒからカウントされたクロック数を取得
し、{（４０９６×３）＋（４０９６／４）×２}＝１４３３６カウント数を取得後、Ｈｉ
ｇｈ出力となり、{（４０９６×３）＋（４０９６／４）×４}＝１６３８４カウント数を
取得後Ｌｏｗ出力となる。
【０１０１】
　ＰＷＭＢ１信号出力は、デューティー２５％のＰＷＭ信号出力を示しているので、各周
期１～周期４のうち、２５％がＨｉｇｈ出力となっている。すなわち、周期１～周期４で
は、それぞれ、４０９６×０．２５＝１０２４カウント分、Ｈｉｇｈ出力となっている。
【０１０２】
　ＰＷＭＢ１信号出力では、周期１～４のそれぞれを、さらに８つの副周期に分割する。
【０１０３】
　周期１を８分割したときの最初の副周期から最後の副周期にかけて順に、副周期１（i
）、１（ii）、１（iii）…、１（viii）とする。周期２を８分割したときの最初の副周
期から最後の副周期にかけて順に、副周期２（i）、２（ii）、２（iii）…、２（viii）
とする。周期３を８分割したときの最初の副周期から最後の副周期にかけて順に、副周期
３（i）、３（ii）、３（iii）…、３（viii）とする。周期４を８分割したときの最初の
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副周期から最後の副周期にかけて順に、副周期４（i）、４（ii）、４（iii）…、４（vi
ii）とする。
【０１０４】
　周期１では、デューティー設定レジスタ２１Ｒは、１カウント目でのハイ指示信号、副
周期１（iv）終了後でのロウ指示信号を、比較器２３Ｒに出力する。すなわち、比較器２
３Ｒは、周期１では、副周期１（i）の最初（すなわち１サブフレームの最初）にからＨ
ｉｇｈ出力とすると共に、カウンター回路２２Ｒがクロック信号ＧｓＣｌｋのクロック数
をカウントし、カウント数を比較器２３Ｒに出力する。比較器２３Ｒは、カウンター回路
２２Ｒからカウントされたクロック数を取得し、１０２４（＝（４０９６／８）×２）カ
ウント数を取得するとＬｏｗ出力とする。
【０１０５】
　これにより、周期１では、前半２つの周期である周期１（i）・１（ii）でＨｉｇｈ出
力となり、後半６つの周期である周期１（iii）～１（viii）でＬｏｗ出力となる。
【０１０６】
　周期２では、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、周期１と比べて、３副周期分（副周
期２（i）～２（iii）分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２３Ｂに出力する。
【０１０７】
　周期２では、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、副周期２（iii）終了後でのハイ指
示信号、及び副周期２（v）終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｂに出力する。比較器
２３Ｂは、カウンター回路２２Ｒからカウントされたクロック数を取得し、（４０９６＋
（４０９６／８）×３）＝５６３２カウント数を取得後、Ｈｉｇｈ出力となり、（４０９
６＋（４０９６／８）×５）＝６６５６カウント数を取得後、ＬＯＷ出力となる。
【０１０８】
　このように、ＰＷＭＢ１信号は、周期２では、最初から３番目までの周期である周期２
（ｉ）～２（iii）と、６番目から最後までの周期である周期２（vi）～２（viii）でＬ
ｏｗ出力となり、真ん中の２つの周期である周期２（iv）・２（v）でＨｉｇｈ出力とな
る。
【０１０９】
　周期３では、周期２と同様に、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、周期１と比べて、
３副周期分（副周期３（i）～３（iii）分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２
３Ｂに出力する。
【０１１０】
　周期３では、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、副周期３（iii）終了後でのハイ指
示信号、及び副周期３（v）終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｂに出力する。そして
、比較器２３Ｂは、カウンター回路２２Ｂからカウントされたクロック数を取得し、｛（
４０９６×２）＋（４０９６／８）×３｝＝９７２８カウント数を取得後、Ｈｉｇｈ出力
となり、｛（４０９６×２）＋（４０９６／８）×５｝＝１０７５２カウント数を取得後
、Ｌｏｗ出力となる。
【０１１１】
　このように、ＰＷＭＢ１信号は、周期３では、最初から３番目までの周期である周期３
（ｉ）～３（iii）と、６番目から最後までの周期である周期３（vi）～３（viii）でＬ
ｏｗ出力となり、真ん中の２つの周期である周期３（iv）・３（v）でＨｉｇｈ出力とな
る。
【０１１２】
　周期４では、周期４内のクロック数（４０９６）から点灯時間（Ｈｉｇｈ出力の時間）
を引いたクロック数（３０７２）分消灯し（Ｌｏｗ出力とし）、その後、所定のクロック
数分だけ点灯（Ｈｉｇｈ出力）すればよい。
【０１１３】
　すなわち、周期４では、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、周期１と比べて、６副周
期分（副周期４（i）～４（vi）分）だけ遅延したハイ・ロウ指示信号を比較器２３Ｂに
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出力する。
【０１１４】
　周期４では、デューティー設定レジスタ２１Ｂは、副周期４（vi）終了後でのハイ指示
信号、副周期４（viii）終了後でのロウ指示信号を比較器２３Ｂに出力する。そして、比
較器２３Ｂは、カウンター回路２２Ｂからカウントされたクロック数を取得し、{（４０
９６×３）＋（４０９６／８）×６}＝１５３６０カウント数を取得後、Ｈｉｇｈ出力と
なり、{（４０９６×３）＋（４０９６／８）×８}＝１６３８４カウント数を取得後Ｌｏ
ｗ出力となる。
【０１１５】
　このように、ＰＷＭＢ１信号は、周期４では、周期４の最初の周期４（i）から６番目
の周期４（vi）ではＬｏｗ出力となり、周期４の後半２つの周期である周期４（vii）・
４（viii）でＨｉｇｈ出力となる。
【０１１６】
　このように、ＰＷＭＲ１信号出力及びＰＷＭＢ１信号出力によると、１サブフレームの
最初と最後に合せてＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂを点灯させる。そして、真ん中の周期２・３
では、周期の中心近傍で、ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂを点灯させる。
【０１１７】
　ＰＷＭＧ・ＰＷＲ１・ＰＷＭＢ１は、周期毎に、Ｈｉｇｈ出力となるタイミングが重な
っているので、ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂを周期毎に重畳して発光させること
ができる。
【０１１８】
　図５は、各副周期の最初にＨｉｇｈ出力のタイミングを合せる場合のデューティー１０
０％、５０％、２５％の各ＰＷＭ信号の生成方法を説明する図である。
【０１１９】
　図５のＰＷＭＲ２信号出力では、周期１～周期４をそれぞれ、さらに２分割し、２分割
した各周期の前半２つの副周期でＨｉｇｈ出力となり、後半２つの副周期でＬｏｗ出力と
なる。すなわち、ＰＷＭＲ２信号出力は、周期１～周期４の各周期の最初（１カウント目
、４０９７カウント目、８１９３カウント目、１２２８９カウント目）ではＨｉｇｈ出力
となる。そして、各周期１～周期４の後半の副周期がくると（２０４８、６１４４、１０
２４、１４３３６カウント後）Ｌｏｗ出力となる。
【０１２０】
　図５のＰＷＭＢ２信号出力は、周期１～周期４をそれぞれ、さらに４分割し、４分割し
た各周期の最初２つの副周期でＨｉｇｈ出力となり、残りの３つの副周期でＬｏｗ出力と
なる。すなわち、ＰＷＭＢ２信号出力は、周期１～周期４の各周期の最初（１カウント目
、４０９７カウント目、８１９３カウント目、１２２８９カウント目）ではＨｉｇｈ出力
となる。そして、４０９６／４＝１０２４分カウントし、各周期１～周期４の２番目の副
周期がくると（１０２４、５１２０、９２１６、１３３１２カウント後）Ｌｏｗ出力とな
る。
【０１２１】
　このように、ＰＷＭＲ２信号出力及びＰＷＭＢ２信号出力は、周期１～周期４の各周期
の最初に揃えてＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂを点灯させる。
【０１２２】
　図６は、各副周期の最後にＨｉｇｈ出力のタイミングを合せる場合のデューティー１０
０％、５０％、２５％の各ＰＷＭ信号の生成方法を説明する図である。
【０１２３】
　図６のＰＷＭＲ３信号出力は、周期１～周期４をそれぞれ、さらに２分割し、２分割し
た各周期の前半の副周期でＬｏｗ出力となり、後半の副周期でＨｉｇｈ出力となる。すな
わち、ＰＷＭＲ３信号出力は、周期１～周期４の各周期の最初（１カウント目、４０９７
カウント目、８１９３カウント目、１２２８９カウント目）ではＬｏｗ出力となる。そし
て、各周期１～周期４の後半の副周期がくると（２０４８、６１４４、１０２４、１４３
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３６カウント後）Ｈｉｇｈ出力となる。
【０１２４】
　図６のＰＷＭＢ３信号出力は、周期１～周期４をそれぞれ、さらに４分割し、４分割し
た各周期の最初の副周期でＬｏｗ出力となり、４番目の副周期でＨｉｇｈ出力となる。す
なわち、ＰＷＭＢ３信号出力は、周期１～周期４の各周期の最初（１カウント目、４０９
７カウント目、８１９３カウント目、１２２８９カウント目）ではＬｏｗ出力となる。そ
して、（４０９６／４）×３＝３０７２分カウントし、各周期１～周期４の４番目の副周
期がくると（３０７２、７１６８、１１２６４、１５３６０カウント後）Ｈｉｇｈ出力と
なる。
【０１２５】
　このように、ＰＷＭＲ３信号出力及びＰＷＭＢ３信号出力は、周期１～周期４の各周期
の最後に揃えてＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂを点灯させる。
【０１２６】
　＜液晶パネル透過後の輝度比＞
　ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂの点灯時間は同じで、各ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ
・ＬＥＤ５Ｂの点灯方式（点灯タイミング）の違いにより、ＬＣＤを透過した透過輝度比
率が異なることを算出した。これについて、図７の（ａ）（ｂ）～図１０の（ａ）（ｂ）
を用いて説明する。
【０１２７】
　図７の（ａ）（ｂ）～図１０の（ａ）（ｂ）に示す点灯方式とも、ＬＥＤＧ・ＬＥＤＲ
・ＬＥＤＢのデューティー比は、ＬＥＤＧ；１００％、ＬＥＤＲ；５０％、ＬＥＤＢ；２
５％＝１．００：０．５０：０．２５である。
【０１２８】
　図７の（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの消灯時
間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表し、（ｂ）は（ａ）の点灯方式でＬＣ
Ｄを透過した透過輝度を表す図である。
【０１２９】
　図７の（ａ）では、ＬＥＤＧ・ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯開示時間を調整して、ＬＥＤ
Ｇ・ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯終了（消灯）時間を揃えている。これにより、ＬＥＤＧ・
Ｒ・Ｂのデューティー比を１．００：０．５０：０．２５としている。
【０１３０】
　図７の（ｂ）では、各Ｇ・Ｒ・Ｂごとに、ＬＣＤの透過輝度を数値で表している。図７
の（ｂ）に示すように、Ｇ・Ｒ・Ｂの透過輝度比は、１．００：０．５６：０．２９（小
数点第３位を四捨五入）となっている。このように、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比
とは異なり、ＬＣＤの透過輝度は、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比通りの輝度とはな
らない。
【０１３１】
　図８の（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの点灯開
始時間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ）の点
灯方式でＬＣＤを透過した透過輝度を表す図である。
【０１３２】
　図８の（ａ）では、ＬＥＤＧ・ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯開始時間を揃え、ＬＥＤＧ・
ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯終了（消灯）時間を調整している。これにより、ＬＥＤＧ・Ｒ
・Ｂのデューティー比を１．００：０．５０：０．２５としている。
【０１３３】
　図８の（ｂ）では、各Ｇ・Ｒ・Ｂごとに、ＬＣＤの透過輝度を数値で表している。図８
の（ｂ）に示すように、Ｇ・Ｒ・Ｂの透過輝度比は、１．００：０．４４：０．０５（小
数点第３位を四捨五入）となっている。このように、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比
とは異なり、ＬＣＤの透過輝度は、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比通りの輝度とはな
らない。
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【０１３４】
　図９の（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割せず、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂの点灯期
間の中心時間を揃えて連続して点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ
）の点灯方式でＬＣＤを透過した透過輝度を表す図である。
【０１３５】
　図９の（ａ）では、ＬＥＤＧ・ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯開示時間及び点灯終了（消灯
）時間を調整し、ＬＥＤＧ・ＬＥＤＲ・ＬＥＤＢの点灯期間の中心時間を揃えている。こ
れにより、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比を１．００：０．５０：０．２５としてい
る。
【０１３６】
　図９の（ｂ）では、各Ｇ・Ｒ・Ｂごとに、ＬＣＤの透過輝度を数値で表している。図９
の（ｂ）に示すように、Ｇ・Ｒ・Ｂの透過輝度比は、１．０００：０．５０４：０．２４
８（小数点以下第４位を四捨五入）となっている。このように、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデュ
ーティー比とは異なり、ＬＣＤの透過輝度は、ＬＥＤＧ・Ｒ・Ｂのデューティー比通りの
輝度とはならない。
【０１３７】
　図１０の（ａ）は、本実施の形態に係る液晶表示装置１０１のＬＥＤの点灯方式である
。
【０１３８】
　図１０の（ａ）は、１サブフレームを複数の周期に分割し、各周期毎にＬＥＤ５Ｒ・５
Ｇ・５Ｂを点灯させた点灯方式の様子を表す図であり、（ｂ）は（ａ）の点灯方式でＬＣ
Ｄを透過した透過輝度を表す図である。
【０１３９】
　図１０の（ａ）では、ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｂの点灯開始時間を揃えてい
る。これにより、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂのデューティー比を１．００：０．５０：０．
２５としている。
【０１４０】
　図１０の（ｂ）では、各Ｇ・Ｒ・Ｂごとに、ＬＣＤの透過輝度を数値で表している。図
１０の（ｂ）に示すように、Ｇ・Ｒ・Ｂの透過輝度比は、１．００：０．５０：０．２５
（小数点第３位を四捨五入）となっている。このように、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂのデュ
ーティー比と同じである。すなわち、ＬＣＤの透過輝度は、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂのデ
ューティー比通りの輝度となっている。
【０１４１】
　このように、液晶表示装置１０１の点灯方式では、ＬＣＤを透過した透過輝度の各ＲＧ
Ｂの輝度比率がＰＷＭによる調光と同じ比率となることが保障されるので、色再現の精度
を向上させることができる。
【０１４２】
　１サブフレーム内でＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが発光する周期を、複数に分割することで
、１サブフレーム内で液晶の応答性の違いにより液晶パネルの開口率が異なっても、カラ
ー画像を表示するために設定された各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂの設定輝度比と、実際に液
晶パネル４を透過した各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂの透過輝度比とのばらつきを抑制するこ
とができる。
【０１４３】
　また、図１０の（ａ）の点灯方式では、複数の周期毎にＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが重畳
して発光しているので、１サブフレーム内での各周期毎に、各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂか
ら発光された光は混色される。このため、１サブフレーム内で液晶パネル４の開口率が異
なったとしても、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつきを抑制することができる。
さらに、サブフレームが変わっても、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつきを抑制
することができる。
【０１４４】
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　このように、液晶表示装置１０１によると、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつ
きを抑制することができるので、表示品位の低下を防止することができる。
【０１４５】
　また、図１０の（ａ）に示すように、１サブフレームを、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが点
灯するフレーム（周期）と、黒色画像の表示を行うための非点灯フレーム（周期）とに分
けてもよい。図１０の（ａ）の例では、１サブフレーム内で、点灯フレームの前後に非点
灯フレーム１、非点灯フレーム２を設けている。
【０１４６】
　すなわち、パルス幅変調部２０は、１サブフレームが分割された複数の周期のうち、他
のフレームと隣接する周期では、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂの全てを消灯するようにＰＷＭ
信号を生成してもよい。
【０１４７】
　これにより、１サブフレーム内で、他のサブフレームと隣接する非点灯フレーム１・２
では、黒色画像が表示される。このため、サブフレーム間で、液晶パネル４を透過した光
が混色することを防止することができるので、表示品位を向上することができる。
【０１４８】
　さらに、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂをエリアアクティブ駆動制御すると、画像を表示する
ために液晶パネル４をスキャンすることと同様に、各ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂをスキャン
することで、液晶パネル４の面内の応答差を軽減することができるので、１フレームのカ
ラー画像を表示するために、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂの点灯に必要な時間を低減すること
ができる。
【０１４９】
　このため、カラー画像を表示するために、例えば、特許文献２のように、１サブフレー
ム内の全ての周期でＬＥＤを発光させ続ける必要がない。このため、１サブフレーム内の
複数の周期うち、他のサブフレームと隣接する周期を確実に、ＬＥＤ５Ｇ・５Ｒ・５Ｂの
全てを消灯することができる。
【０１５０】
　一方、図１３に示した特許文献２の表示方法のように、バックライトの点灯時間が１サ
ブフィールド内全て（もしくはそれに近く）となると、次に点灯する色と現在点灯してい
る色との混色が発生してしまい、その結果、色むらが発生する。
【０１５１】
　このように液晶表示装置１０１によると、より確実に、フレーム間で、液晶パネル４を
透過した光が混色することを防止することができ、表示品位を向上することができる。
【０１５２】
　なお、本実施形態では、ＲＧＢの３原色によるカラー表示の例について説明したが、本
願発明は、ＲＧＢの３原色に限定されるものではなく、他のカラー表示を行う色の組合せ
であってもよい。例えば、カラー表示を行うために、Ｙ（イエロー）色、Ｃ（シアン）色
、Ｍ（マゼンタ）色の３色を用いる場合であっても同様の処理により、同様の効果を得る
ことができる。
【０１５３】
　＜フローチャート＞
　次に、図１１を用いて、液晶表示装置１０１の処理の流れについて説明する。
【０１５４】
　図１１は、液晶表示装置１０１の処理の流れを表すフローチャートである。
【０１５５】
　まず、映像信号受信部１は、外部から入力された複合映像信号を取得する（ステップＳ
１）と、当該取得した複合映像信号を映像信号処理部２に出力する。
【０１５６】
　映像信号処理部２は、映像信号受信部１から複合信号を取得すると、当該取得した複合
信号の１フレームを複数のサブフレームに分割する（ステップＳ２）。
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【０１５７】
　そして、映像信号処理部２は、分割したサブフレーム毎の液晶パネル４用のＲＧＢデー
タ信号及び同期信号を液晶パネルコントローラー３に出力する。また、映像信号処理部２
は、分割したサブフレーム毎のＬＥＤバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同
期信号をＬＥＤコントローラー１０に出力する。
【０１５８】
　液晶パネルコントローラー３は、映像信号処理部２からサブフレーム毎の液晶パネル４
用のＲＧＢデータ信号及び同期信号を取得すると、当該取得したサブフレーム毎の液晶パ
ネル４用のＲＧＢデータ信号及び同期信号から、サブフレーム毎の液晶の開口率（ＬＣＤ
開口率）を求める。そして、液晶パネルコントローラー３は、求めたＬＣＤ開口率に基づ
いて、ソースドライバ（不図示）、ゲートドライバ（不図示）を制御することで、液晶パ
ネル４をサブフレーム毎にＬＣＤ開口率を制御する（ステップＳ３）。
【０１５９】
　デューティー算出部１４は、映像信号処理部２からＬＥＤコントローラー１０に出力さ
れたＬＥＤバックライト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号を取得すると、エリ
アアクティブ駆動するためのＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティ
ーをサブフレーム毎に算出し（ステップＳ４）、当該算出したＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・
ＬＥＤ５ＢそれぞれのデューティーをＰＷＭ変調値算出部１６に出力する。
【０１６０】
　周期分割部１５は、映像信号処理部２からＬＥＤコントローラー１０にＬＥＤバックラ
イト５の点灯用のＲＧＢデータ信号及び同期信号が出力されると、１サブフレームをさら
に複数の周期に分割する（ステップＳ５）。周期分割部１５は、１サブフレームを複数の
周期に分割した分割数をＰＷＭ変調値算出部１６及びクロック発振部１７に出力する。
【０１６１】
　ＰＷＭ変調値算出部１６は、デューティー算出部１４からサブフレーム毎のＬＥＤ５Ｒ
・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥＤ５Ｂそれぞれのデューティーを取得し、周期分割部１５から１サブ
フレームの分割数とを取得すると、当該分割した周期毎にＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・ＬＥ
Ｄ５Ｂそれぞれのデューティーを割り当てる（ステップＳ６）。
【０１６２】
　そして、ＰＷＭ変調値算出部１６は、周期毎に割り当てたＬＥＤ５Ｒ・ＬＥＤ５Ｇ・Ｌ
ＥＤ５Ｂのデューティーを、ＰＷＭ変調値として各デューティー設定レジスタ２１に出力
する。
【０１６３】
　デューティー設定レジスタ２１は、ＰＷＭ変調値算出部１６からＰＷＭ変調値を取得す
ると、当該取得したＰＷＭ変調値から、各周期毎のＰＷＭ信号をＨｉｇｈ出力・Ｌｏｗ出
力の切り換えのタイミングを表すハイ・ロウ指示信号を生成し（ステップＳ７）、当該生
成したハイ・ロウ指示信号を比較器２３に出力する。この、Ｈｉｇｈ出力・Ｌｏｗ出力の
切り換えのタイミングは、周期分割部１５が分割した周期毎に、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂ
が重畳して発光するように設定する。
【０１６４】
　クロック発振部１７は、予め設定された１サブフレームの周波数に、周期分割部１５か
ら出力された１サブフレームの分割数を乗算した周波数のクロック信号を生成する（ステ
ップＳ８）。
【０１６５】
　そして、クロック発振部１７は、上記生成したクロック信号をクロック信号ＧｓＣｌｋ
として各カウンター回路２２に出力する。カウンター回路２２は、クロック発振部１７か
ら出力されたクロック信号ＧｓＣｌｋのクロックをカウントし、当該カウント数を比較器
２３に出力する。
【０１６６】
　比較器２３は、デューティー設定レジスタ２１から出力されたハイ・ロウ指示信号と、
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カウンター回路２２から出力されたクロック信号ＧｓＣｌｋのクロック数とを取得する。
カウンター回路２２から取得したクロック数が、デューティー設定レジスタ２１から取得
したハイ・ロウ指示信号が示す個数になると、比較器２３は、ＰＷＭ信号の出力のＨｉｇ
ｈとＬｏｗとを切り換えるタイミングであるとして（ステップＳ９のＹＥＳ）、ＰＷＭ信
号の出力をＨｉｇｈとＬｏｗとを切り換えて（ステップＳ１０）ＰＷＭ信号をＡＭＰ２４
に出力する。
【０１６７】
　ＡＭＰ２４は、比較器２３から出力されたＨｉｇｈまたはＬｏｗのＰＷＭ信号の出力を
増幅して、処理制御部１１を介して、ＬＥＤバックライト５に出力する（ステップＳ１１
）。これにより、ステップＳ５で分割された周期毎に、各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが重畳
して発光する。
【０１６８】
　このように、ステップＳ５では、周期分割部１５は、１フレームが複数に分割されたサ
ブフレームをさらに複数の周期に分割する。また、ステップＳ７、Ｓ９、Ｓ１０は、パル
ス幅変調部２０の処理ステップである。
【０１６９】
　ステップＳ７、Ｓ９、Ｓ１０では、パルス幅変調部２０は、ステップ５で分割した周期
毎に、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが重畳して発光するように、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂのそ
れぞれを発光させるＰＷＭ信号を生成している。
【０１７０】
　このため、１サブフレーム内でＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂが発光する周期を、複数に分割
することで、１サブフレーム内で液晶の応答性の違いにより液晶パネル４の開口率が異な
っても、カラー画像を表示するために設定された各ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂの設定輝度比
と、実際に液晶パネル４を透過したＲ・Ｇ・Ｂ光の透過輝度比とのばらつきを抑制するこ
とができる。
【０１７１】
　また、パルス幅変調部２０は、周期分割部１５が分割した周期毎にＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・
５Ｂが重畳して発光するように、ＬＥＤＲ・Ｇ・Ｂのそれぞれを発光させるＰＷＭ信号を
生成する。これにより、１サブフレーム内での各周期毎に、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂから
発光された光は混色される。このため、サブフレーム内で液晶パネル４の開口率が異なっ
たとしても、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつきを抑制することができる。
【０１７２】
　さらに、１サブフレーム内での各周期毎に、ＬＥＤ５Ｒ・５Ｇ・５Ｂから発光された光
は混色されているので、サブフレームが変わっても、設定輝度比と、透過輝度比との間の
ばらつきを抑制することができる。
【０１７３】
　このように、液晶表示装置１０１の構成によると、設定輝度比と、透過輝度比との間の
ばらつきを抑制することができるので、表示品位の低下を防止することができる。
【０１７４】
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１７５】
　〔まとめ〕
　本発明の態様１に係る液晶表示装置は、液晶パネルと、当該液晶パネルの背面側から異
なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備え、入力された映像信号に応
じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを制御することでカラー画像
を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御する液晶表示装置であって、
上記映像信号の１フレームを複数のサブフレームに分割して、複数のサブフレームを生成
する映像信号処理部と、上記サブフレームをさらに複数の異なる周期の期間に分割する周
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期分割部と、上記周期分割部が分割したうちのある周期となる期間において上記複数の光
源が重畳して上記ある周期で発光するように、上記複数の光源のそれぞれを発光させるパ
ルス信号を生成するパルス幅変調部とをさらに備え、上記パルス幅変調部は、上記サブフ
レームが分割された複数の異なる周期の期間を、複数の色の光源が点灯するある周期の特
定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯するそれ以外の周期の非特定期間
とに分割するとともに、上記ある周期の特定期間を所定の分割数に分割した分割周期ごと
に、上記光源を点灯させるパルス信号を生成する。
【０１７６】
　本発明の態様２に係る液晶表示装置は、上記態様１において、上記パルス幅変調部は、
上記所定の分割数を調整可能となるようにパルス信号を生成してもよい。
【０１７７】
　本発明の態様３に係る液晶表示装置は、上記態様１において、上記パルス幅変調部は、
上記サブフレームが分割された複数の異なる周期の期間を、複数色の光源が点灯するある
周期の特定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯する前記ある周期以外の
周期の非特定期間とに分割する割合を調整可能となるようにパルス信号を生成してもよい
。
【０１７８】
　本発明の態様４に係る液晶表示装置は、上記態様３において、上記パルス幅変調部は、
上記サブフレームが分割された複数の異なる周期の期間を、複数色の光源が点灯するある
周期の特定期間と、上記複数の光源のうち少なくとも一つが消灯する前記ある周期以外の
周期の非特定期間に分割するサブフレーム内での期間の割合の調整をサブフレーム毎に異
ならせるように分割してもよい。
【０１７９】
　本発明の態様５に係る液晶表示装置は、上記態様１から４のいずれかにおいて、上記バ
ックライトは、複数色の光源からの発光を組み合わせることにより白色光を発光してもよ
い。
【０１８０】
　本発明の態様６に係る液晶表示装置は、上記態様１から４のいずれかにおいて、上記バ
ックライトは、表示フレーム期間内のいずれかのサブフレームにおいて、上記複数の光源
を用いて２色以上の発光を行ってもよい。
【０１８１】
　（参考例）
　本発明の一参考例に係る液晶表示装置は、液晶パネルと、当該液晶パネルの背面側から
異なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備え、入力された映像信号の
フレームに応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを制御すること
でカラー画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御する液晶表示装
置であって、上記映像信号の１フレームを複数の周期に分割する周期分割手段と、上記周
期分割手段が分割した周期毎に上記複数の光源が重畳して発光するように、上記複数の光
源のそれぞれを発光させるパルス信号を生成するパルス幅変調部とを備えている。
【０１８２】
　本発明の一参考例に係る液晶表示方法は、液晶パネルと、当該液晶パネルの背面側から
異なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備えた液晶表示装置に入力さ
れた映像信号に応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを制御する
ことでカラー画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御する液晶表
示方法であって、上記映像信号の１フレームを複数の周期に分割する周期分割ステップと
、上記周期分割ステップで分割した周期毎に上記複数の光源が重畳して発光するように、
上記複数の光源のそれぞれを発光させるパルス信号を生成するパルス幅生成ステップとを
含む。
【０１８３】
　上記構成により、周期分割手段は、１フレームを複数の周期に分割する。そして、上記
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パルス幅変調部は、上記周期分割手段が分割した周期毎に上記複数の光源のそれぞれを発
光させるパルス信号を生成する。このように、１フレーム内で光源が発光する周期を、複
数に分割することで、フレーム内で液晶の応答性の違いにより液晶パネルの開口率が異な
っても、カラー画像を表示するために設定された各光源の輝度（設定輝度）の比率（設定
輝度比）と、実際に液晶パネルを透過した各光源の輝度（透過輝度）の比率（透過輝度比
）とのばらつきを抑制することができる。
【０１８４】
　上記構成によると、パルス幅変調部は、上記周期分割手段が分割した周期毎に上記複数
の光源が重畳して発光するように、上記複数の光源のそれぞれを発光させるパルス信号を
生成する。これにより、フレーム内での各周期毎に、各光源から発光された光は混色され
る。このため、フレーム内で液晶パネルの開口率が異なったとしても、設定輝度比と、透
過輝度比との間のばらつきを抑制することができる。
【０１８５】
　さらに、上記構成によると、フレーム内での各周期毎に、各光源から発光された光は混
色されているので、フレームが変わっても、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつき
を抑制することができる。
【０１８６】
　このように、上記構成によると、設定輝度比と、透過輝度比との間のばらつきを抑制す
ることができるので、表示品位の低下を防止することができる。
【０１８７】
　上記パルス幅変調部は、上記１フレームが分割された複数の周期のうち、他のフレーム
と隣接する周期では、上記複数の光源の全てを消灯するようにパルス信号を生成すること
が好ましい。
【０１８８】
　上記構成により、上記１フレームが分割された複数の周期のうち、他のフレームと隣接
する周期では、黒色画像が表示される。これにより、フレーム間で、液晶パネルを透過し
た光が混色することを防止することができるので、表示品位を向上することができる。
【０１８９】
　上記バックライトの上記光源は、領域毎に独立して発光の駆動が制御されることが好ま
しい。
【０１９０】
　上記構成により、１フレームの画像を表示する際の液晶パネルの面内の応答差を軽減す
ることができるので、１フレームの画像を表示するために光源の点灯に必要な時間を低減
することができる。このため、カラー画像を表示するために、フレーム内の全ての周期で
光源を発光させ続ける必要がない。これにより、フレーム内の周期のうち、他のフレーム
と隣接する周期では、より確実に、上記複数の光源の全てを消灯することができる。
【０１９１】
　このため、より確実に、フレーム間で、液晶パネルを透過した光が混色することを防止
することができ、表示品位を向上することができる。
【０１９２】
　上記複数の光源が発光する異なる色は、カラー表示を行う色であれば特に限定されない
が、赤色と、緑色と、青色とであることが好ましい。または、上記複数の光源が発光する
異なる色は、イエロー色と、シアン色と、マゼンタ色とであることが好ましい。上記構成
により、光源が発光する光により、カラー画像を表示することができる。
【０１９３】
　上記光源は発光ダイオード（ＬＥＤ）であることが好ましい。これにより、パルス幅変
調により輝度を制御することができる。
【０１９４】
　本発明の他の参考例に係る液晶表示装置は、液晶パネルと、当該液晶パネルの背面側か
ら異なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備え、入力された映像信号
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に応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを制御することでカラー
画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御する液晶表示装置であっ
て、上記映像信号の１フレームを複数の周期に分割する周期分割手段と、上記周期分割手
段が分割した周期毎に上記複数の光源が重畳して発光するように、上記複数の光源のそれ
ぞれを発光させるパルス信号を生成するパルス幅変調部とを備え、上記パルス幅変調部は
、上記パルス信号によって発光する上記複数の光源のそれぞれの発光率が、上記１フレー
ムが複数に分割された上記複数の周期間で同じとなるように、上記パルス信号を生成する
。
【０１９５】
　上記液晶表示装置において、上記複数の光源が発光する異なる色は、赤色と、緑色と、
青色とであってもよい。
【０１９６】
　また、上記複数の光源が発光する異なる色は、イエロー色と、シアン色と、マゼンタ色
とであってもよい。
【０１９７】
　また、上記光源は発光ダイオードであってもよい。
【０１９８】
　本発明のさらに他の参考例に係る液晶表示方法は、液晶パネルと、当該液晶パネルの背
面側から異なる色を発光する複数の光源が配されたバックライトとを備えた液晶表示装置
に入力された映像信号に応じて、上記液晶パネルの開口率と、上記複数の光源の輝度とを
制御することでカラー画像を表示し、上記複数の光源の輝度をパルス幅変調により制御す
る液晶表示方法であって、上記映像信号の１フレームを複数の周期に分割する周期分割ス
テップと、上記周期分割ステップで分割した周期毎に上記複数の光源が重畳して発光する
ように、上記複数の光源のそれぞれを発光させるパルス信号を生成するパルス幅生成ステ
ップとを含み、上記パルス幅生成ステップでは、上記パルス信号によって発光する上記複
数の光源のそれぞれの発光率が、上記１フレームが複数に分割された上記複数の周期間で
同じとなるように、上記パルス信号を生成する。
【産業上の利用可能性】
【０１９９】
　本発明は、特に、フィールドシーケンシャル方式によるカラー表示を行う液晶表示装置
に利用することができる。
【符号の説明】
【０２００】
　１　　　映像信号受信部
　２　　　映像信号処理部
　３　　　液晶パネルコントローラー
　４　　　液晶パネル
　５　　　ＬＥＤバックライト（バックライト）
　５Ｒ・５Ｇ・５Ｂ　ＬＥＤ（光源）
　５ａ　　ＬＥＤドライバー
　１０　　ＬＥＤコントローラー
　１１　　処理制御部
　１３　　ＬＥＤドライバー制御部
　１４　　デューティー算出部
　１５　　周期分割部（周期分割手段）
　１６　　ＰＷＭ変調値算出部
　１７　　クロック発振部
　２０　　パルス幅変調部
　２１・２１Ｒ・２１Ｇ・２１Ｂ　　デューティー設定レジスタ
　２２・２２Ｒ・２２Ｇ・２１Ｂ　　カウンター回路
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　２３・２３Ｒ・２３Ｇ・２３Ｂ・　比較器
　２４・２４Ｒ・２４Ｇ・２４Ｂ　　ＡＭＰ
　１０１　液晶表示装置
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【図１３】 【図１４】



(27) JP 6239552 B2 2017.11.29

【図１５】
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